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枯草菌ゲ ノム 工 学 ：ウイル ス か ら ヒ トまで を ター ゲッ トとした

枯草菌ゲノム ベ クター

板谷光泰　　（三菱化学生命科学研究所）

　バ ク テ リア か ら高等動植物にい た る ま で 、 多数 の 生物ゲ ノム の 全塩基配

列が 決 定され て い る 。 ゲノム 構造の 多様性 、 機能未知 の 遺伝子 、 ゲ ノム 進

化 に与 え る 因子 等々 、 新しい 観点か ら取 り組まなけれ ばな らない 課題が多

数生 じて い る 。 我々 は、 塩基配列が判明 して い る こ とを前 提 と した ゲ ノ ム

操作法が 、 今後 は 非常 に重要 な手 法 とな る と考 え て い る 。 そ れ は 、 多数の

遺伝子 を 同時 に扱 うゲノム 改変技術の 導入 で あり、 ゲノム改変技術の 延長

上 に 、 ゲ ノム活用 が ある 。

　枯草菌 の ゲ ノム は トラン ス ポゾンや繰 り返 し配列が 少な く 、 比較的す っ

き り した ゲ ノム で あ る 。 枯草菌は自然形 質 転換能があ り 、 取 り込 ませ る

DNA 牽選 ぶ こ とで 、 枯草菌ゲ ノム を直接操作す る こ とが可能で ある を こ

とを確立 して きた 。 即ちゲノム 問の 水平伝播と 、 バ クテ リアゲノ ム の 可塑

性 の 原理 に従 う 「枯草菌ゲ ノム工 学」 で あ り 、 まず こ の 概念 を紹介す る

（1） 。 　「枯草菌ゲ ノ ム 工 学j の 例 と して 、 枯草菌ゲ ノ ム 自身を操作 し

て 、 枯草菌ゲ ノム と納 豆 菌 ゲ ノ ム か らな るモ ザ イ クゲノム が作成で き た ご

とを 紹介す る 。 納 豆遺伝子群を枯草菌ゲ ノム に集積して ゆくと、 集積度 に

比 例 して 枯草菌が納豆 を作れ る よ うに な っ た 。 これ は、 枯草菌 と納 豆 菌の

中間種 を ． ゲ ノム 工学的な育種法 で作製 した例 で ある （2 ） 。

　も う
一

つ の 例 と して 、 高度好熱菌や マ ウス の 100kb を越す巨大DNA
を、 枯草菌ゲ ノム に組み 込むプロ セ ス を紹介 した い 。 組み 込むDNA のGC
含量の 違い や 、 繰 り返 し配列 の 有無は 、 組み込む過程と組み 込ん だ後 の 安

定性 に 、 ほ とん ど影響を与 えな い こ とが判明 した 。 さ らに 、 枯草菌ゲ ノム

中に移 し さ えすれ ば 、 DNA の 由来に か か わ らず巨大なDNA を扱え る こ と

が 確立 した 。 こ の 結果 に も とつ い て 、 枯草菌ゲ ノ ム をゲ ノム ベ ク タ
ー

（枯

草菌ゲノム ベ クタ
ー ）と して 活用す る概念 を提案 した 。 枯草菌ゲノム ベ ク

ター を活 用 す れ ば 、 多 数 の 遺 伝子 をセ ッ トで 安 定 に 、 しか も簡便 に取 り扱
え る と考 え る （3） 。 ゲ ノム 操作の 安定性と確実性 ゆ え に 、 広 範な ゲ ノム

改変操作が可 能 で ある点 と 、 ゲノム変異の 多様性を創生する こ とが可能で

ある こ とに 触れ 、 種を超え た水平伝播が ． 実験室で 行 え るよ うに な っ た意

味 を考 え た い 。
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